


〔目的〕 

非リンパ性白血病の予後は依然として不良であり,国立がんセンターにおける 50%生存率

は,2年を越えるが3年を越えて生存する例は少なく,5年以上の長期生存例は得られていな

い。このために,長期生存が期待できる同種骨髄移植を,条件のととのった症例に適用して

治癒を企図した。 


